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研究成果の概要（和文）：近年、我が国では既存建築ストック活用および地域再生の観点から、リノベーション
に対する関心が高まっている。1990年代以降、海外の諸都市では、多様なタイプのコンバージョン（用途変更を
含むリノベーション）が実現し、優れた成功例が創り出されている。本研究は、継続的に行ってきたコンバージ
ョン建築海外事例調査を発展させ、海外の未調査地域における約40の諸都市の現地調査を実施して、約700件の
知られざるコンバージョン建築の実態を把握した。更に、それらのコンバージョン建築デザインを地域性と汎用
性という二つの視点から考察することで、日本での建築コンバージョン発展の手掛かりとなる知見を得ることを
目指した。

研究成果の概要（英文）：In recent years, attention on renovation is increasing in Japan from the 
viewpoint of existing building stock utilization and regional regeneration. Since the 1990s, various
 types of conversions, that is, renovations including change of building uses, have been realized in
 foreign regions. They made excellent successes in terms of business and design. In terms of such 
building stock activation method, Japan is largely behind compared with many foreign countries. We 
had been conducting surveys on architectural conversion overseas, but there are still many areas and
 cities not yet surveyed. In this research, we have conducted on-site surveys in over 40 foreign 
cities not yet surveyed and grasped the actual situation of over 700 unknown converted buildings. In
 addition, we have analyzed them from the both aspects of regional characters and versatility and 
made efforts to obtain knowledge that serves as a clue to develop architectural conversion in Japan.
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１．研究開始当初の背景 

近年、我が国では既存建築ストックの活用
事業および地域再生の観点から、リノベーシ
ョンに対する関心が高まっている。しかしそ
の視点は事業面や技術面に傾倒してやや近
視眼的であり、1990 年代以降、多様なタイ
プのコンバージョン（用途変更を含むリノベ
ーション）が実施されている海外と比較する
と、文化面やデザイン面が大幅な後れを取っ
ている。海外に見られるコンバージョンは、
大掛かりな用途変更改修を伴うため、リノベ
ーションの中でも、建築のダイナミックな再
生活用が実践されている。また、建築意匠論
の視点から考えると、建築コンバージョンは、
建築ストック活用や歴史的建築の再生の観
点のみならず、建築の機能と表現に関する根
本的な再考を促す重要な今日的現象である。 
それ故、世界の主要都市における実地調査を
学術的方法に基づいて実施することで、海外
コンバージョン事例の多様な実態を明らか
にし、日本における建築コンバージョン文化
の適切な定着とそのデザインの向上のため
の知見を得ることが喫緊の課題であった。 

 

２．研究の目的 

申請者は、科研費（基盤 B）（平成 21-24 年
度）「コンバージョン建築海外事例の開拓と
データベースの拡充およびデザイン手法の
分析」(課題番号：2136303)などの研究助成
を受けて、継続的にコンバージョン建築海外
事例調査を行い、調査対象を、西欧・アメリ
カから中国やシンガポール等のアジアの諸
都市に広げ、その実態とデザイン手法を明ら
かにした。申請者は本研究課題に関して国内
外で最良の研究拠点のひとつを形成しつつ
あるが、建築コンバージョンの更なる多様性
と可能性を見出すためには、未調査地域にお
ける事例の開拓調査を行う必要があった。ま
た、建築コンバージョンは、都市の歴史、法
制度、文化財に対する取り組みなどの地域的
特性を背景とするため、各地の地域性の理解
を深めつつ、日本への応用可能性の考察を行
うための基礎的な知見を得る必要があった。
それ故、本研究課題では、海外における未調
査地域における事例の開拓調査および地域
性と汎用性両面からのデザイン分析を行う
という 2 点に関して、研究を深化させること
を目的とした。 
 

３．研究の方法 

本研究課題は 4 ヵ年計画であり、採択年度
の平成 26 年度から、周到な事前調査の下に
選定された未調査地域のコンバージョン建
築実態調査を行ってきた。本研究では各年度
とも、１）文献資料や各国で出版された建築
雑誌や建築関連の Web サイトを通して、調査
対象地域や都市における徹底した事例の発
見・発掘、２）現地調査事例の選定および調
査計画の策定、３）現地調査によるコンバー
ジョン建築の実態の把握と記録写真撮影、

４）研究成果の取りまとめと速やかな成果発
表、という手順を踏むことを基本的な研究方
法とした。 
本研究課題で調査対象とした地域・都市は、

これまで十分なコンバージョン建築調査が
なされていない地域・都市の中から選定した。
主な対象地域・都市としては、北米地域では
カナダの諸都市、ヨーロッパ地域では、東欧
諸国、バルト三国、イタリア、トルコ、ロシ
アの諸都市、アジアではインド、インドネシ
ア、ロシアのシベリア・極東および中国東北
部の諸都市、オセアニア地域では、オースト
ラリアとニュージーランドの主要都市であ
る。研究期間に、17 ヶ国、約 40 の諸都市の
現地調査を実施して、約 700 件の知られざる
コンバージョン建築の実態を把握した。 
 
４． 研究成果 
(1)各年度におけるコンバージョン建築の開
拓調査に関する研究成果 
 研究成果の詳細については、各年度末に次
年度の日本建築学会大会の発表論文にまと
めているので、ここでは、各年度の研究内容
および研究成果の概要について述べる。 
平成 26 年度には、まず、前年度から継続

研究してきた中国と台湾などにおけるコン
バージョン事例調査成果を日本建築学会大
会にて 8 編の論文発表にまとめた。また、7
～8 月初めには約２週間、北米地域、具体的
にはカナダのバンクーバー、トロント、モン
トリオール、ケベック・シティ、オタワ、お
よびアメリカ・ニューヨークにおけるコンバ
ージョン事例の現地調査を実施した。８月末
には約１週間、インドネシアのジャカルタお
よびジョグジャカルタにおける現地調査を
行い、更に 9 月後半には、約２週間、東欧（ポ
ーランドのワルシャワ・ウッチ・ポズナン・
クラクフ、ルーマニアのブカレスト・ブラシ
ョフ・トゥルダ、ハンガリーのブダペスト・
ペーチ、チェコのプラハ）およびオーストリ
アのウィーン現地調査を行った。加えて、2
～3 月には約 1 週間、トルコのコンバージョ
ン事例調査を行った。調査後、速やかに調査
研究成果を取りまとめ、次年度の日本建築学
会大会での 13 編の研究発表を行う準備を進
めて、速やかな研究成果発表に努めた。 
平成 27 年度は、2 年目の研究年度であり、

９月後半に約 10 日間、イタリア（ミラノ、
ヴェネチア、トリノ）におけるコンバージョ
ン事例の現地調査を実施した。11 月には約
10 日間、インドにおけるコンバージョン事例
の現地調査を実施し、特にデリー、ジャイプ
ル、ムンバイにおいて、充実した調査成果を
得ることができた。インドとイタリアに関す
る調査研究成果に関しては、ニューヨーク調
査の研究成果も加えて、次年度の日本建築学
会大会での発表論文 8 編の投稿を行った。 
平成 28年度は、３年目の研究年度であり、

9 月半ばの 2 週間、ロシアの諸都市（モスク
ワ、ヴラジヴォストク、ハバロフスク、イル



クーツク、ノヴォシビルスク、トムスク）に
おけるコンバージョン事例の現地調査を実
施し、更に 9 月末から 10 月にかけての約 2
週間、オセアニアにおけるコンバージョン建
築現地調査を行った。対象とした都市は、オ
ーストラリアのシドニー、メルボルン、ブリ
スベン、ニュージーランドのウェリントン、
オークランドであり、充実した調査成果を得
ることができた。これらの調査研究成果に関
しては、次年度の日本建築学会大会での発表
論文 7 編にまとめて、投稿を行った。 
平成 29 年度は、8 月下旬の約 10 日間、中

国東北部のハルビン、瀋陽、長春、大連にお
いてコンバージョン建築現地調査を行った。
更に、9 月から 10 月にかけての約 2 週間、バ
ルト三国（エストニアのタリン・タルトゥ、
ラトビアのリガ・リエパーヤ、リトアニアの
ヴィリニュス・クライペダ）およびドイツの
ベルリン・ハンブルクにおけるコンバージョ
ン建築現地調査を行った。調査成果は、2018
年度日本建築学会大会での発表論文 5編にま
とめ、投稿を行った。併せて、最終年度であ
るため、研究期間4年間の調査結果に基づき、
地域性と汎用性に着目したデザイン手法の
分析に関する取りまとめの考察を行うと共
に、本研究課題を更に進化させるために今後
必要とされる調査対象地域の検討や分析・考
察視点の検討などを行い、今後の研究課題を
整理した。 
 
(2)地域性と汎用性の両面からのデザイン分
析 
調査対象地域・都市に見られる共通点のひ

とつは、多くの国・都市の多くにおいて、予
想以上に、多くのコンバージョンが行われて
いることである。そして、コンバージョン事
例は、①都市中心部の歴史的建築のコンバー
ジョン、②都市の周縁や郊外に立地する産業
施設のコンバージョン、③港湾都市の場合は、
港湾地区の再整備に伴う施設のコンバージ
ョン、という 3 タイプに大別できる。 
②の旧市街の周縁や郊外に立地する産業

建築のコンバージョンは、程度の差はあるも
のの各都市共通にみられる現象である。産業
建築は、建設当時は旧市街の周縁部や郊外に
建てられたが、都市の拡大に伴って、市街地
内に位置することになるものが多く、それら
が新たな機能に転用されていくことは、都市
の発展が著しい諸都市にとっては、当然の現
象と言えるだろう。また、港湾都市の場合は、
ウォーターフロントの役割の変化に伴い、多
くのコンバージョンがなされていることが
確認できた。 
一方、建築コンバージョンの実態は、国や

都市によって、大きく異なる。要は、活用可
能な建築ストックの状況、コンバージョンの
背景となる都市発展の状況、法制度、歴史的
建築物に関する意識の相違によって、コンバ
ージョンの在り方が異なるのである。とりわ
け、上述した、①都市中心部の歴史的建築の

コンバージョンの場合は、都市毎の特徴の違
いを顕著に見ることができる。 
各年度に、各地域や都市におけるコンバー

ジョン事例に関する研究成果発表を取りま
とめる際に、こうした地域的な特色が、それ
ぞれのコンバージョンにどのような影響を
与えているかという点について、研究発表に
おいて個別に言及したので、詳細はそれらの
研究発表を参照されたい。 
 日本における今後の建築コンバージョン
を考えるに際しては、海外における成功した
コンバージョンを参照しつつも、日本独自の
事情を踏まえる必要があることは当然であ
る。日本の主要な大都市は、戦災などによる
喪失に加え、開発・発展のスピードが他国以
上に早かったために、②の旧市街の周縁や郊
外に立地する産業建築は、ストック活用され
る前に取り壊されて、地区が再開発されてき
たという経緯がある。今後は、まずはリノベ
ーションやコンバージョンの可能性を検討
しつつ、ストック活用かあるいは取り壊して
新築かを検討する必要があるだろう。また、
日本の諸都市の場合は、高度成長期に建設さ
れた多くのオフィスビル、公共移設、集合住
宅といった建築ストックが多いため、これら
をコンバージョンやリノベーションによっ
て活用していくための独自の手法を見出し
ていく必要があろう。その際には、海外調査
で調べた数多くの事例を大いに参考にしつ
つ、日本独自の手法を開拓することが今後の
大きな研究課題となる。 
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